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「ＰＴＡだより」に寄稿させていただいた原稿をもって、書面開催となったＰＴＡ総会での「校長 

あいさつ」とさせてください。そこに「感謝の気持ち」を込めさせていただきました。なお、明日の 
「授業参観」はご案内のとおりですが、「密」な状況を避けるため、いろいろとご不便をおかけいた 
します。また、校長に聞きたいことや伝えたいことがあるときは、ぜひ校長室までお出でください。 
 
 

令和３年度の「学校経営」について  
 次年度の「学校経営」の概要については、３月のＰＴＡ総会で保護者の皆様に説明をすべきものですが、 
書面開催となりましたので、この「学校だより」での説明に代えさせていただきます。 
 
◇ お伝えしたい内容 
 
１ 今年度の延長線上で「学校経営」を行い、これまでの成果をもとに「熟成」させていきます。 
 
 〇 目指す「教育目標」は、今年度と同じです。 
 

【教育目標】 みんなとともに 笑顔いっぱい 
        ◎「自分をみがき、成長し続ける子ども」の育成  〇まなびあい 〇みとめあい 〇たかめあい 
 

〇 本校の「独自の色」をさらに強めていきます。  
・ 「独自の色」については、「学校だより 第４５号」（令和３年２月５日発行）をご覧ください。 

 
２ 現在のところ、どの学年も「１学級」で、担任も「一人」になる見通しです。 
 
 〇 定められている「学級編制の基準」により、次のようになります。  

学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特支 計 
人数 ２７名 ３０名 ３１名 ２５名 ２４名 ３２名  １名 １７０名 

不足人数  ４名  １名  ３名  ９名 １０名  ２名 ・ ・ 
担任  １名  １名  １名  １名  １名  １名  １名   ７名  

  ・ 「不足人数」分の転入生が入ると「２学級扱い」になります。なお、その場合、「少人数 
学級（２学級各１担任）」を選択するとお伝えしていましたが、一旦白紙に戻させてください。
以前お伝えした時とは、状況が変わりました。その時点で最善の形を考えます。 

 
３ 「日課表（午前５校時）」のさらなる工夫を行います。 
 
 〇 反省を生かし、次の点を改善します。 
  ・ 昼休みを１０分長くして、児童の自由遊びの時間、自主的活動の時間を確保します。 
  ・ 中学年以上では、必要に応じ、６校時（または５校時）終了後の２０分程度を諸活動（委員会・係

活動、補充学習など）の時間に充てます。（下校時刻に幅を持たせます） 
 
※  鼓笛パレードに参加する学年を「高学年（６年、５年）」にします。また、運動会は５月８日（土）、 

学習発表会は１０月３０日（土）、持久走大会は１１月２０日（土）に行う予定です。 
 
 
【校長のつぶやき】 その６０ 「チーム清明 その１」  
 「チーム清明」という言葉はあまり使わなかったが、学校がチームとして営まれるのは、紛れもない事実で
ある。この学校だよりでも、子どもたちを直接指導する「教員」にスポットライトが当たることが多いが、そ
れを「支える仕事」をしてくれる職員がいることで、学校は成り立っている。 
 本校で事務の仕事をしているのは、齋藤雅子副主査である。先日のＰＴＡ会計監査では、質問に明確に答え
るとともに、その正確な事務処理を認めていただいた。また、会計の「見える化」に努め、その時点での処理
済みの金額と残金を、常に明らかにしてくれている。さらには、課題意識を持ち、毎年「新たなやり方」に挑
戦している。“スーパー事務職員”であり、担任にとっても“心強い存在”である。 
 学校を運営するためには、「今あるもの」を有効に活用することが大切である。そして、「事を成す」ため
には「お金」は大事である。税金から、また保護者の皆様から預かったお金を、子どもたちのために有効に活
用したい。本校のチームの一員に優秀な事務職員がいることは、皆にとって（特に私にとって）幸せなことである。 

 
 


